
豊能町小中一貫教育等充実検討委員会 第２回カリキュラム部会 議事録要旨 

 

１ 日時：平成 28年 1月 18日（月）午後 3時 10分から午後 4時 30分まで 

２ 場所：東能勢中学校 被服室 

３ 次第 

 １）あいさつ（会長） 

 ２）本日の趣旨について説明（事務局） 

 ３）意見交流 

  ・「今後の小中一貫教育に関する方向性」について 

  ・まとめ 

  ・全体でのグループ発表及び意見交流 

 ４）その他 

４ 出席者：委員 16名、事務局 5名 

 

議事録要旨 

 

１）あいさつ（会長） 

 カリキュラムの内容、具体的な連携の持ち方について協議いただきたい。よろしくお願いします。 

 

２）本日の趣旨について説明（事務局） 

 前回は東と西に分かれてそれぞれの地域の課題、学校等の課題、教育環境部会からあがってきていた

保護者からの意見について話を進めていただいた。今回は先生たちの思いや考えを自由に出し合い、忌

憚ない意見を出し合ってほしい。テーマは保幼小中一貫教育の必要性について、なぜ今小中一貫なのか、

その必要性やメリットに立ち返って、教職員グループ・所属長グループに分かれて話を進める。豊能町

教委から出している「今後の小中一貫教育等に関する方向性」の資料を踏まえながら話をしてほしい。

所属長には次年度にむけて今後の検討部会の持ち方等について話をしてほしい。意見交流で出た話は後

ほどまとめて全体交流する。２月１日に教育環境部会保護者委員会を予定している。２回のカリキュラ

ム部会で出た話を代表して話していただける方を、東西の課題、小中の課題を踏まえて２～３人選んで

いただきたい。 

 

３）教職員グループと所属長グループに分かれて意見交流 

【教職員グループより】 

 何を目指すべきかわからなので、話があちらこちらにいってしまう。大事なことは何のために小中一

貫教育をするのか、小中一貫の教育的価値をはっきり持つこと。小中の連携も必要であるが、横のつな

がり小小の連携・交流が必要である。その中で縦の系列を整えていく必要がある。カリキュラムの話に

いきたいが、教育環境の方が見えないので、カリキュラムの具体的な話はできなかった。各校で研究授

業や研究を進めていくが、一緒になることを想定すると、もっと合同で研究授業等進めていくことも必

要ではないか。話はあれこれ出たが、小中一貫教育にアレルギーがある教員も多くなかなか難しい。結



論としては何も決まっていない。 

 

【所属長グループより】 

小中一貫教育の必要性について話をした。非常に必要だと思われるのは東地区。クラブのこと学習の

ことを見ても東能勢中学校が必要だと感じる。吉川中に吸収合併みたいな形になるのか、それでも構わ

ないが、そうすると東地区の教育がなくなっていく方向になる。 

結論としては、豊能町の教育の特色を出さなければいけない。幼保は福祉と教育が一体化してうまく

いっている。学童は小学校と連携し始めたが、やはり福祉関係と小学校は違うという意識がある。福祉・

人権・教育が行政機関としては一体化してきているのに、現場は別々で、それぞれが一生懸命やろうと

している。合体したものを作ろうと現場から出していくのは難しい。 

子どもをどうしていくのか、豊能町の教育の特徴は何なのか、そこを明確に議論していかなければな

らない。６・３制がよいのか４・３・２制がよいのかなど制度的なものから入るよりは、教育の中身を

豊能町の特徴を活かしたところから議論を進めていった方がよい。 

 

【意見・感想】 

（会長） 

 豊能町の特色を生かした教育は何なのか、子ども像をどうするか、それが一番大事だと思う。先生方

にとって、落としどころ・完成がどうなるかわからないと、なかなかそれが特定できない。教育環境と

カリキュラムと両方について検討する場が必要である。保護者にもいろいろな思いがある。環境的にこ

うしてほしいという願いもある。それに応える形で検討を進めながら、ここは工夫できるのではないか、

ここは難しいというところを考え、具体的に話ができていくとよい。どんな子ども像、子どもの育つゴ

ールをめざすかというところで、これからもう少し具体的に話をつめていくと保護者の方にも納得して

いただけるかと思う。 

 

（副会長） 

 一番大事だと思ったのは、まずは小小でそれぞれの学校が何をどう考えているかということをすりあ

わせていくこと、その次に中学校の先生とあわせていく。豊能の学校教育がどちらを向いているのか先

生方レベルで議論していくことが大事。その上で、このような願いや特色があるのでそれを実現させる

ための小中一貫であるとか再配置であるとか、そういう順序で話が進んでいくのがよい。行政から案を

作っていくのはスピーディであるが、そうすると、その形を実現するためにどうするかという話になっ

てしまう。先に教育の中身、授業の中身、生徒指導、クラブ活動の中身等を共通理解していく。今日は、

分からないことが多い中でも、グループで真摯に一生懸命考えていただいた。 

 

４）その他 

 今後のスケジュール 

 ○第４回教育環境部会・・・2月 1日（月）豊能町役場「カリキュラム部会の報告」 

○第 3回カリキュラム部会 2月 22日（月）東ときわ台小学校 

 


